
４．国際河川財団との覚書の調印
河川再生に関する知識や技術の交換、河川の健

全性、生物多様性の促進をはかるために、ARRNと
IRF（国際河川財団）との間で覚書が交わされまし
た。この中では、協働のワークショップの開催や国
際河川賞の選考・審査への協力、共同研究の促進等
が盛り込まれています（写真5）。

５．ブリスベン川の視察
国際河川シンポジウムに合わせて、ブリスベン川

の視察を実施しました。ブリスベンではブリスベ
ン川を利用した水上バスが、公共交通機関として普
及しています。川沿いには公園や船着き場が整備さ
れ、ブリスベン市民にとって河川は無くてはならな
い存在であることがわかります。またブリスベン川
は連続堤防が無く（必要に応じて特殊堤が整備され
ている）、川と町、そこに住む市民がとても近くに
あることが伺えました（写真6）。一方、ブリスベン
では、2022年に大きな水害が発生していますが2)、
築堤などの治水対策は行われていないように見受
けられました。このことからも、日本とオーストラ
リアでは、市民の“川”に対する考え方が異なって
いるように感じました。

参考資料
１） 日本・河川再生ネットワークホームページ　
https://www.rfc.or.jp/jrrn.html

２） クイーンズランド州ブリスベン市で発生する洪水
被害～ブリスベン市役所による対応を中心に～，
Clair Report No.547，（一財）自治体国際化協
会 シドニー事務所，https://www.clair.or.jp/j/
forum/pub/docs/547.pdf

写真 1　土屋代表理事の発表の様子

写真 3　運営会議の様子

写真 2　筆者（森本）の発表の様子

写真 4　CRRN から KRRN への事務局の移換

写真 5　ARRN と IRF の調印式

写真 6　川からみたブリスベンのビル群

令和7年9月26日（金）、東京ウィメンズプラザ
（東京都渋谷区）にて「第33回リバーフロント研究
所研究発表会」を開催しました。
本発表会は、当研究所の河川や湖沼、海岸などの

水辺に関し、健全な水循環系の再生、災害に強靱な
都市の形成、川を活かしたまちづくり、自然環境の
保全と利用、河川生態の保全や再生、景観形成など
に関する調査研究の成果を発表し、広く活用してい
ただくことを目的に、年１回「リバーフロント研究
所報告」の刊行にあわせて開催しています。
今回は33回目の開催となり、国土交通省や自治

体関係者、学識者、研究機関や民間コンサルタント
の関係者、ならびに当研究所のOB・OG等、140名
あまりの方々にご参加いただき、活発な意見交換が
なされました。
発表会には、来賓挨拶として国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課の島本和仁課長よりお言葉
をいただき、神戸大学大学院人間発達環境学研究科
の打田篤彦先生をお招きし、「社会・物理環境から
位置づける私たちのwell-being」と題してご講演い
ただきました。その後、令和6年度当研究所で実施
した研究成果から5題の発表を行いました。

また、当日の模様を録画したものを抜粋して令和
7年10月30日（木）よりオンデマンド配信しており
ますので、是非ご視聴ください。

(https://www.rfc.or.jp/ivent2025_hokokukai.html)
今回の発表内容を含めた令和6年度の調査研究
の成果「リバーフロント研究所報告第36号」は、当
研究所ウェブサイト「リバーフロント研究所報告」
（https://www.rfc.or.jp/book3.html）にてダウンロー
ドが可能ですので、是非ご活用下さい。
公益財団法人リバーフロント研究所は、皆様から
いただいた様々なご意見を踏まえて、今後も河川・
水辺、流域に係る諸問題の調査研究等を通じて社会
への貢献に取り組んで参ります。

第33回リバーフロント研究所研究発表会
企画グループ

島本課長の来賓挨拶

打田先生のご講話

会場参加者との意見交換

●プログラム（於：東京ウィメンズプラザ）
開会の挨拶　代表理事 塚原浩一
来賓の挨拶（敬称略）
　国土交通省水管理・国土保全局河川環境課長
　島本和仁

基調講演（敬称略）
　➢ 社会・物理環境から位置づける私たちのwell-being
　　　神戸大学大学院人間発達環境学研究科
　　　助教 打田篤彦
研究発表
　➢狩野川水系柿田川における在来水生植物の生育
　　ポテンシャルマップを用いた自然再生の検討と
　　実施
　　　自然環境グループ 研究員 伊藤 岳
　　　＜現 復建調査設計株式会社＞
　➢境川かわまちづくり推進検討
　　～境川かわまちづくりの活動内容と現状評価～
　　　水循環・まちづくり・防災グループ
　　　研究員 仁田原汀
　➢河川における自然環境の定量目標設定に関する
　　研究
　　　自然環境グループ 主任研究員 白尾豪宏
　➢河川水辺の国勢調査による順応的な河川環境管理
　　の提案～植生景観と指標植物～
　　　自然環境グループ 研究員 鈴木敏弘
　➢水辺の小さな自然再生の社会実装に向けた事例
　　研究
　　　自然環境グループ 主任研究員 和田 彰
閉会の挨拶　業務執行役 内藤正彦
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